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視覚誘発電位 vis u alev oked pote ntialくV E Pl の 臨床応用 を目的と して ， 正常成人女性30名 で図
形反 転刺激 に よ る定常状態型視覚誘発電位 ste ady－ State V E Pの 個人 差 ， 再現性 ， 全視野 刺激お よ び左
右の 半側視野刺激 に お け る導出部位間の差， 正 中後頭電位比 ， 異 な っ た刺 激頻度 や刺激図形 の大 き さ
く視角う に よ る変化 を検討し た ． す べ て 右眼に よる 片瞑視 で 検査 し ， 導出記録 は正 中後頭部くM OI と左
右両側 の外側後頭部くL O とROう で行 っ た ． また記録の 解析は個々 の 波の 振幅 に つ い て の み行 っ た ． 結
果と して ， こ の V E P振幅の 個 人 差 は 同 一 個 人 に お け る再現性 と 比 べ る と か な り 大 き く く変動係数
C O effic ent of v ariatio n， C V を用 い て検討 した1， 後者に つ い て も そ の艮否 は個人に よ っ てか な り差が
み ら れ た ． 次に 全視野刺激 で M O の振幅が最も高く ， ま た半側視野刺激で は刺激視野 と反対側の外側後
頭部の V E P振幅が同側の そ れ と 比 べ て 高 い 傾向が み られ た ． 正 中後頭電位比 に つ い て は1．24 士0．30の
値を得 た ． 次 に 刺激頻度に よ る変化 に つ い て は頻度が高く なる に つ れ て振幅 は有意に 低 く な っ てみ られ
た ． さ ら に 刺激図形の 大き さ に よ る変化 に つ い て は図形が小 さ く な る に つ れ て V E P振幅が高く な る傾
向が み ら れ た ． 以 上 の 結果 に つ い て前回 報告し た transie nt 型 V E P や， 過去の Ste ady－State 型 V E P
の 知見と比 較考察 した ．
Key w o rds vis u al ev oked pote ntial くV E PJ， patter n r eV erSal V E P，
Ste ady－State V E P
視覚誘発電位くvis u alevokedpotential， V EPl に は と して ， ま ず前者 の 型 の 基礎的 デ ー タ を 報告 し たl，．
通常 1 Hz 以下 の 低頻度刺激に よ っ て 生 じ る tr a n sie 一 今 回 は後者の Ste ady－State 型の V E Pに つ い て 正 常成
nt 型 と
，
8 Hz 以 上 の 高 頻度刺激 に よ っ て 生 じ る 人 で その 左右差， 個人 差 ， 再現性 ， ま た 異な っ た 刺激
Ste ady－State 型 が あ る ． 先 に 図 形 反 転 patter n 頻度や 刺激図形の 大 きさ に よ る変化 を検討した の で 報
re v e rs al 刺激 に よる V E Pの 臨床的応用 を究極の 目的 告 する ．
A bbre viatio n s こC V， C O effic e nt of v ariationニ LO， 1ight o c cipitalportionニ M F， midlin e
frontal portion こ M O， midline oc cipital portio n ニ M O R， midline o ccipital r atio ニ R O，
right o c cipital portion こ VE P， Visu ale v oked pote ntial．
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対象お よ び方 法
対象は正 常成人女性30名で ， 年令 は20－22歳 く20．8
士0．7歳う で あ る ． 屈 折異常 が あ る 場合 に は 眼 鏡 に
よ っ て矯 正 し て検査し た ． こ の 矯正 視力 の 場合を含め
た全対象者 の 検査時視力 は右 眼1． 04 士0 ．35く0．4
－
1．51， 左限1．03士0．37く0．03
－ 1．51 で ， 左 右限 の 間に
有 意差 はな か っ た ．
工 ． 検査条件
前回 の tr a n sie nt 型 V E Pの 場合と 同様 に 検査 は照
度10ル ッ クス の シ ー ル ド され た 暗室 で被検者 を安楽椅
子 に 座 らせ て行 っ た ． 被検者の 眼 と 刺激図形 を呈 示 す
る テ レ ビモ ニ タ ー の 画面 の 中心 を同 じ高さ に し， 両者
間の距離 を約 1m と して検査の 際 に は こ の 画面の 中心




王1 ． 記録電極 の 配 置
脳波筋電図学会 の誘発電位検査法委員会 の 指導
2I
を
参考と して ， 不 関電極を鼻根部 か ら上 方 1 2c m の 部位
に置き く図1 ニ M 円 ， 関 電極 は 後頭結節 か ら上 方
5c m の正 中部位 と く正 中後頭電極 ， 図 1 ニ M Oう， こ
の 部 位 よ り 耳介前点 を結 ぷ 線 上 で そ れ ぞ れ 左右 に
5c m 側 方 に 置 い た く外側後頭電極 ， 図 1 こ R O，
LOう． 接地電極 は左 耳 に 置 い た ， ま た電極 の 接地抵抗
は 2krユ以 下 に なる よ う に した ．
工II． 図形 反 転刺激
前回 の tr a n sie nt 型 V E Pの 場合 と 同様 に 白黒 の 格
子 縞模様 の 図形 を テ レ ビモ ニ タ ー に 呈示 し ， 一 定の 時
間間隔で 反転 さ せ る図形反転刺激を行 っ た ． 後述の ご
とく 左 右の 片限 視 に よ る V E Pの 間 で 差 が み ら れ な
か っ た た め ， す べ て右眼 で 行 っ た ． 刺激視野 は 全視野
刺激と 左 右の 半側視野刺激 を とも に 用 い た ． 図形 反転
の 時間間隔く刺激頻度う は 5 ． 10， 20， 50 Hz の 4 種類
と し ， また 図形の 格 子縞模様の 一 つ 格子 の 大き さ は次
の 4種類 と した ． a ニ 縦72．OX 横9 2．Om m く格子の 大
き さ に 対す る視角は約4．l
O





C 二 18．OX23．Om m く1．O
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一 回 の検査 で 同時に 使用 で きる 記録用増幅器が 2素
子 の み である た め ， R O と L Oく導出モ ン タ ー ジ ュ は
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Fig． 1． Ty pic al e x a mple s of ste ady
－State V E Ps r e c o rded at thr e e o c cipital
po rtio n sくL O， M O， R Oナto full－field， 1eft a nd right half－fieldpatte rn re v e rs al
Stim ulatio n sin a n o rm al s ubje ct． M O， L O， R Oこ the midlin e， 1eft and right
O C Cipital portions， re Spe Ctiv ely． M Fこ the midlin e fr o ntal po rtio n o n which a
refe ren ce el ctr ode w a spla c ed． V E Ps w er epicked up with m o n opola r
re c o rdings a nd w e re r e c o rded sim ultan e O u Sly at tw o diffe re nt site s with
C O mbin atio n s of M Oa nd R O， a nd L Oa nd R O． In this figu re， the V E Ps at L O
a nd R Ow e r epr e se nted fr o m the latter sim ulta n e o u s r ec o rd ings． Ea ch V E P
Wa S a S u m m ation of 128 sw e eps in an a n alyslng tim e of 500m sec afte r a
pre se ntatio n of che cker ed patter nくa che ck siz e w a sl ． 0
0
in a visu al a ngleI
r ev er sed at l O Hz． Ste ady－State V E Ps sho w ed a tr ain of sin e w a v e s with
alm o st c o n sta nt a mplitude a nd du r atio n． In e a ch V E P， 0nly thr e e w a v e s
follo wing the pre s e ntatio n ofthe patte rn r ev e rsal w e re sho w n． Ea ch a mplitude




り and the m e a n v alu e w a s
rega rded a s aV E Pa mplitude． Sin cethe du r atio n of e a ch w a v ew a s alw ays
a c c o rded with the stim ulus frequ en cy， the du r atio n w a s e x cluded fr o m
a n alysis．
Steady－ State 型 図形反 転視覚誘発電位
Tablel． V E Pa mplitude s u nde rleft a nd right u niocula r vie w．
LE F T R IG HT
U N I O C U L A R VI E W U NIOCUL AR VI E W
M O 5．80士3．23声 V 5．49士 2．60月 V
VE P a mplitudes in the midlin e o c cipital portio n to full－field
pattern r e v ersal stim ulatio n s atl O Hz with che ck siz e s of l．O
d
in
the vis u ala ngle w e r epr e se nted fr o mdata of 4subjects with the
m e a n v alu e s a nd sta nda rd de viatio n s． T he re w a s n o slgnific a nt
diffe r e n c ein V E Pa mplitude sbetw e enleft a nd right u nio c ula r
vie w c o ndito n．
Table2． Interindivi du al v a riatio n of V E P
a mplitude s．
M O R O
CV 58．8 ％ 60．6 ％
Differ e n c e s of VE P a mplitudes a m o ng 30
n o r m al adults w er eindic ated by c o effic e nt
of v a riatio n くC VI which w a s sho w n in
per c e ntage くsta nda rd de viatio nxl OOl m e a
v alu el． Data w e reba s ed o n V E Ps r e c o rded
in midlin e a nd right o c cipital po rtio n sto
patte r n r e v ersal atl O Hz with check siz es
of l．0
0
in a vis u al single． T he interindi－
Vidu alv a riatio n w a sfairly r e m a rkable ．
R O－M 円 の こ と お り の 単極 2導出記録 と し
，
同 じ刺
激条件 で両者ま た は どち らか 一 方を行 っ た ． 刺激図形
を呈示 し ， その 直後 で 得 られ る 反 応波 を誘発電位記録
装置 くM E D 5100
，
日本光電製 ， 東京I を用 い て128回
加算し ， 一 個 の V E P を記録 し た く解析時間 500
m se cl． 増幅器 の 帯域周波数は低域 が 2 Hz， 高域 は
100 日ニz を用 い た ．
V ． 検査 手順
初め に 予 備研究と して左 右の 片眼視 に よ る V E Pの
差を4 名の 被検者で 検討 した ． こ の 際刺激条件 は全視
野刺激で ， 刺激頻度 10 Hz
，
C の 大き さ の 図形 を用 い ，
導出は M O と R Oで 行 っ た ． 次に 右 眼視 で本研究 を
以下 の 手順で 行 っ た ．
1 － 10Hz の 刺激頻度 ， C の 大き さ の 図形を 用 い ， 全
視野 刺激
，
左 右の 半側視野刺激に よ る V E Pを それ ぞ
れ記録 し た ． 各々 の 視 野 刺激 で R O と L O， M O と
RO の こ と お りの 導出記録 を行 っ た ．
2 ． 全視野刺激 で 10 Hz の 刺激頻度 を用 い ， 図形の
大き さ を a， b， C ， d の 順に 変 えて 記録 した ． 導出は
M O と RO だ け と し た．





20， 50fiz の順 に 変 えて 記録 した ． 導出は
M Oと R Oだ け と し た ．
925
4 ． 日 を置い て無作為 に選 んだ10名で ， 同じ時期 ，
同 じ条件下で の VEP の 再現性 の 良否 を調 べ る 目的
で
， 全視野 刺激 ， 10 Hz の刺激頻度 ， C の 図形の 大 き さ
を用 い ， M O と R Oの 導出記録 を 4 － 5分 の間隔 を置
い て 4回繰 り返 し行 っ た ．
W ． 記録 の 解析
前 回の tr a n sie nt 型 V E Pの 検査と 同様 に 誘発電位
記録装置 をパ ー ソ ナル コ ン ピ ュ ー タ ー と連結 させ ， 記
録 し た V E Pを フ ロ ッ ピィ デ ィ ス ク に 記憶さ せ ， 随時
再生 して 解析 した ． た だ し前回 と異な り ， 後述の ご と
く個 々 の 波の 振幅 の 解析の み を行 っ た ．
成 績
I ． 波 形
図1に 示 す ごと く ste ady－ State 型 V E P は， どの 導
出に おい て も ー 定周期で リ ズ ミ ッ ク に 反復す る同様の
正 弦波様の 波形 を示 した ． こ れ らの 波の細波数 ほ た
は り 偶の 波の 持続時間う は図形 の 刺激頻度 に 依存 し ，
それ と ま っ た く 同 じ値 を示 した ． そ こ で本 研究 で は
個 々 の 波 の 振幅 の 解析 だ け を 行 っ た ． こ の 一 個 の
V E P記録 に お け る個々 の 波の 振幅 はほ ぼ 一 定 で あ っ
たが ， 刺激 開始時点か ら 最初 の 3個の 波の 振幅 を図 1
に 示 す ご と く測定 し ， その 平均値 を 一 個の V E Pの 振
幅と した ．
王工 ． 左 右 の 片眼 視 に よ る 差の 検討
予 備研究 に お け る こ の 検討に関して ， M Oと R O導
出の どち ら の V E Pに つ い て も左 眼視と右限視の 間 で
振幅の 有意羞 は み られ な か っ た く表 1 ト こ の 結果 に
もと づ い て以 下の 本研究 で は す べ て右 眼視 に よ っ て
V E P記録 を行 っ た ．
王I王
． 個人 差 と再 現 性
全視野刺激 で 10Hz の 刺激頻度 ， C の 大き さ の 図形
か ら 成る刺激条件 に 対す る M O と R O の 2導出同時
記録の デ ー タ を も と に ， 全対象者30名 の 間 で V E P の
振幅 の 個 人 差 に つ い て 変 動係数 くco effic e nt of
926 地弓い 古田 ． 山 口 ． 滝沢 ． 竹沢 ． 中塚 ． 松 原
v a riatio n． C VJ を用 い て検討し た結果 を表2 に 示 す ．
ま た こ の30名中1 0名で 行 っ た V E Pの 再現性 に つ い て
C V を用 い て 検討 した結果 を表3 に 示 す ． 表2 と表 3
の C Vの 値 を比較す る と ， 前者は後者 に 比 べ て は る か
に 高い ． す なわ ち V E Pの 振幅の 個人 間の 変動 は ， 同
一 個人に お ける 再現性 の そ れ と比 べ る と著 しく大 き い
こ とが わ か る ． また表 3の 各導出に お ける C Vの値 に
個人間で か な り暗が あ る こ と か ら わ か るよ う に ， 再現
性 につ い て も その 良否 は個人 に よ っ て か な り差が あ る
と思わ れ る ．
1V． 全視野 刺激お よ び左 右 の 半側 視野 刺 激 に お け る
各キ出間の 差 の 検討
表 4 に刺激頻度10 Hz， C の図形の 大き さ で ， 全視野
刺激お よ び左右 の半側視野刺激 で の M O と R O，
Table3． Intr aindividu al v a riatio n of V E P
a mplitude s．
M O R O
C V 4． － 14．7 ％ 4．4 － 13．7 ％
く8．2う く9．51
Va riatio n of V E Pa mplitude s r epe atedly
r e c o rded fo u rtim e sin e a ch of 30n o r m al
adult w a sindicated by c o effic e nt of v a ria－
tio nくC Vl． Nu m e ric al Valu esin く 1indi－
Cate the m e an v alu es． Data fro mVE Ps to
pattern re v ersala sin Table 2． T he intrain－
dividu al variation wa ss mallertha ninte rin－
dividu al v ariatio nくTable 2．1， but w a s still
CO n Side r ably v a riabl．e．
LO と R O の こ と お り の 2導出同時記録 に お け る
V E Pの 振幅の 平均値 と標準偏差 を示 す ． 全視 野 刺激
に お い て も 半側視野 刺激 に お い て も M O， R O， LO
の 各々 の 導出の 間で V E Pの 振幅 に 有意羞が ほと ん ど
み られ な か っ た ト 元 分散分析 を施行上 し か し 全視
野刺激 で M Oの 振幅が 最も 高く ， ま た 左半側視野刺
激 で 反 対側 の R Oの 振幅が L O と比 べ て 高く ， 逆に 右
半側視 野刺激 で L O の振幅が R O と比 べ て高 い 傾向が
み ら れ た ．
V
． 正 中後 頭 電 位 比 くmi dline o c cipital ratio，
M O Rう
黒岩 31の研究 を参考 と して 上 記の 10 Hz ， C の 図形 の
大き さ の 半側視 野刺激 に よ る デ ー タ を用 い て次 の 比を
検討 した ． す な わ ち右半側視野刺激 は た は左半側視
野刺激ン に よる 正 中後頭電極 くM Oう で の V E Pの 振幅
を ， 左半側視野刺激 ほ た は右半伽視野刺激う に よ る
M O で の V E Pの 振幅で 割 っ た 比 を M O Rほ た は
M O Rり と 定義 す る と ， そ の 平 均値 は 1． 2 4士0 ．30
く0．86士0．22う で あ っ た ．
Vl． 刺激頻度 に よ る 変化
全視 野刺激 ， C の 図形の 大き さ で 刺激頻度 を変 えて
記録 した V E Pの 変化 を 図2 に 示 す ． 刺激頻度が高く
な る に つ れ て振幅 は有意 に 低く な っ た ．
Wl． 刺激 図形 の 大 きさ に よ る 変化
全視野刺激， 10Hz の刺激頻度で図形の大き さ を変
えて 記録 した V E Pの 変化 を図 3 に 示 す ． 図形が 小さ
く な る に つ れ て V E Pの 振幅が 高く な る傾向が み られ
た ．
Table4． Va ria．tio n a m o ng thre e r e c o rding sitesin V E Pa mplitude stofull－fielda nd
half－fieldpatte rn r e v e rs al．
F U L L－FI E L D
S T I M U L A T IO N
H A L F－ IELD S T I M U L A TI O N
L E F T R工GH T
M O 6．27 土3．68声 V r 3－34 士2．0 声 V l 4．4 0 土2．32ノJV
L O 4．31 士2， 8声 V
l l
串 3 ぷ 士1．机 ル V 宋
l l
4．73士2．06声 V
R O 5．20士3．1 5声 V 4 創士2．31〆 V
J 3．64士2．09声 V
く5．43士3．2即 く4．76士2．4 9J く3，88士1．80I
VEP am plitudes in thre e o c cipital po rtio n to full－field， right a nd left half－ ield
Stim ulatio nin patte r n r e v e r sal atlO Hz with che ck siz es of l．0
0
in 30subje cts w e r e
pre s ented o nthe m e a n v alu es with sta nda rd deviatio n s． Data in L Oa nd R O， a nd
thosein M Oa nd R O indicated byく I w er e obtain ed fr om sim ulta n e o us re c o rding．
In both r e spo n s e sto full－fieldstim ulatio n a nd r espo n s e sto halfdfieldstim ulatio n s，
n o signific且nt diffe r e n cein V E Pa mplitude s betw e e n e a ch r e co rding site w a s
Obs er v ed unde ron e w ay a叫1ysis of v a ria n c e， e X C ept a．Slgnifica ntdiffe re n c ein the
V E Pa mplitude s betw e e nM O a nd R O in r e spo n se sto left h al f－fieldstim ulatio n s．
L
木
J ニthis m a rk indicate sO．01 くpく0．05 in m ultiple c o mpa riso nくScheffelfollo wing
O n e W ay a n alysIS Of v a ria n c e．
Steady－State 型 図形反 転視覚誘発電位
考 察
前 回1，報 告 し た 低頻度刺激 に よ る tr a n sient 型
V E Pで は ， 個々 の 波の 振 幅よ りも 頂点潜時 の ご と き
波の 時間経過が観察の 対象と な っ た ． こ れ は V E Pの
振幅が ， 個人 差 はも と よ り 同 一 個人 の 再現性に お い て
も潜時と比 べ る と 著 し く 変動 しや す か っ た た め で あ
る ． と こ ろ で 今回 研究 の 対象 と し た ste ady，State 型
V E Pで は ， 頂点潜時や周波数 また は 持続時間は成績
の 項で述 べ た ご とく 刺激頻度 に 依存 して 変化す る の で
計測の 対象と は な らず ， 逆 に 振幅や 正 弦波の 位相が問
題とさ れ る ． 例 え ば こ の Ste ady－State 型 V E Pの 臨床
応用 の 一 つ と し て， 視神経交叉後病変患者群で視 野欠
損の あ る側の 半側視野刺激 を した 時 に ， 正 中後頭電極
や刺激視野 と同側の外側後頭電極で記録 さ れ る V E P
の 振 幅が 有意 に 減少 ． 消 失す る こ と が 知 ら れ て い
る 錮 ． また 同 じ患者群 で左 右各々 の 半側視野刺激 の 際













STIM UL US FRE Q U E N C Y
Fig．2． C ha ngesin V E Pa mplitude sby v a rying
frequ encie sin patte r n r e v e rs al． V E Pa mpli－
tudes at different rever sal fr equ e n cie s w e r e
pr e se nted fr o m data of 30s ubje cts with the
m e a n v alu e s a nd sta nda rd de viatio n s． T he
VE Ps w e r e e v oked in M Or e c o rding site by
full－field patte rn stim ulatio n s with che ck siz e s
Of vis u al a ngle l． O
O
． T he m e a n a mplitude s
Slgnific a ntly de cre a s ed a s the frequ e n cie s
incr e a s ed． L ＋ ＋ ，J 二 this m a rk indic ate s pく
0．01 in m ultiple c o mpa ris o nくScheffelfollo w－
1ng o n e w ay a n alysis ofv a ria n c e．
927
報告さ れ て い る く正 常 で は位相は 一 致 す るう 印 ． しか し
今 回 の Steady－ State 型 の 振 幅 の 再現性 は ， 前 回 の
tr a n sie nt 型の 振幅の そ れ よ り は良い が ， そ の 頂 点潜
時の それ と比 べ る と か な り 悪い くC V値の 比較か ら 判
定 ． 今回 の Ste ady－State 型 の 振幅の それ が 平均8．2ま
た は9．5％に 対 し
． 前回 の tr a n sie nt型の 振幅の それ は
平均13．30％ま た そ の 個々 の 陽陰各相 の 電位成分 の頂
点潜時の そ れ は平均1．83 － 5 ．35％う． ま た 成績 の 項 で
述 べ た ごと く
，
こ の Ste ady
－State 型 の振幅の 再現性の
良否 に つ い て は個 人 に よ っ て かな り差 が み られ た ． な
お また steady．state 型 V E Pの 振幅は比 較的個人差が
少 な い と い わ れ てい るが61 ， 本研究で は C V値 で 比 較
す ると 前回 の tra n sient 型 V E Pの振幅の場合 より
む し ろ 高値 で く表 2 の 今 回 の値 に 対 し て 前 回 の
tr a n sient 型 の それ は47．0％l lI， 個人間の変動 は か な
り大き い と思わ れ た ． この よ う な結果 をか ん が み る と
Ste ady－State 型 V E Pの 病的意義 を問題 に す る 際 に
は， か な り極端な低電位変化の 場合 に 限ら れ る と 思わ
れ る ． なお こ のよ うな V E P の振幅 の変動は背景 の 脳
波活動 や意識状態な どの相違 に よ っ て も 生 じ る が7I，
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Fig．3． Cha nge sin V E Pa rnplitudes by v a rying
Check siz e sin patte r n re v er sal． Pre s e ntatio n
Ofdata a nd m a rks is simila rto thatin Fig．2．
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this m a rk in dic ate sO．01 くpく0 ．05 in m ultiple
C O mpa ris on くScheffeJ．
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． 竹 沢 ． 中塚 ． 松原
そ の 注意 ， 集中力の 程度 と密接 な関係が あ る か も しれ
な い
81gI
． また 図形刺激 に よ る V E P の振幅は像 がtl か
に 鮮明 に み え る か に よ っ て変化す る こ と が知 ら れ て い
る
10l
． す なわ ち 最も鮮明 に み え る時 が振幅 が最大 に な
る と い う ． なお また Ste ady－State 型 V E Pの 振幅 は あ
る 程度視力 と相関が み と め ら れ る と い う 報告 が あ
る
句
． V E P検査で 屈折異常がある際 に 眼 鏡 を装着 し矯
正 して 行う のは こ の ため で あるが ， これ らの 事実 を顧
み る と ， 本研究に お け る V E P振幅 の変動 に は被検者
視力の 個人差 も関与 して い る か も しれ な い －
全視野刺激に お ける各導出の V E Pの 振幅 の 差 に 関
して ， 黒岩剖 は M O で最も 高い こ と を 報告し て い る ．
こ の所見 は V E P発生の 主要部位 が Br odm a n n17野
で あ り ， その 表面露出部分が主 に 後頭葉内側面 に 位置
す る こ と に 起因す る とい う ． 本研究 で は有意差 は ない
が M O， L O， R O の 3導出間で M Oの 平均値が最 も
高い 傾向が み ら れ た こ と は上 記 の黒 岩 別 の 知 見 と 対応
す るか も しれ な い く表 4コ． また 全視 野 刺激 に お け る
左右の 外側後頭電極 の V E P間の比較 で は ， 黒 岩
3， は
10 Hz の刺激頻度 で ほぼ 左右対称 ， 15 Hz で 右 後頭優
位あ る と い う ， 本 研究 で は 1 0fiz の 全 視 野 刺激 で
R Oと L O の間で 有意羞は み られ ず黒 岩
3I の 報告 と 一
致 す るが ， 平均値が R O で高 い 傾向が み られ た こ と は
黒岩3I の い う 右 後頭優位性 と関連 す る か も しれ な い
く表 4 ト 一 方 ， 半側 視野刺激 に お け る 各 導出 の
V E Pの 差に 関し て ， 黒岩3Iは 1 0 Hz の 刺激で は 刺激視
野 と同側の外側後頭部の V E P の振幅が反対側の そ れ
よ りも 高く な る傾向が あ る と述 べ て い る ． 半側視野 刺
激 に 対 して 反応 す る網膜視神経 は視束交叉 を介 して そ
の 刺激視野 と反対側の大脳半球後頭葉 に 投射す る と い
う既知 の事実を か んが みる と ， こ の 一 見逆説的 な事実
は上 記の 後頭葉内側面 に 生 じた V E P のベ ク トル が反
対側 の頭皮 上 へ と 指 向 し て い る た め で あ る と い
う11I 均． 本研究で は む し ろ刺激視 野 と 反対側 の V E P の
振幅が同側の それ より も 高い 傾向が み られ ， 黒 岩
3I の
報告と矛盾す る ． 検査条件 は類似 し て お り く刺激頻度
はも と よ り図形の 大 きさ や テ レ ビ画面 に 対 す る視角 な
どフ， こ の 不 一 致の 理 由は不明で あ る が ， 黒 岩
3ユ
の 研究
で も 15 Hz の 刺激頻度 で は 左視 野 刺激 で 反 対側 の
VEP の振幅が同側の それ よ り 高く な る と 述 べ て お り
くただ し右視野刺激で は ほぼ 左右対称 と い う L． ま た
上記の視神経交叉 の 事実 か ら して も 本研究の 結果 は有
り得 な い こ と で は な い よ う に 思 わ れ る ． そ の 他 ， 黒
岩 事 は M O 導出の V E Pに つ い て み る と ， その 振 幅は
右視野刺激の場合が左視野刺激 の場合 よ りも 高い 傾向
． に あり ， こ れ は ヒ トの 後頭葉 が解剖学的 に左優位の左
右差 を有す る こ と に 起因す る と い う ． 本研究 で も右視
野刺激で M Oの V E Pの 振幅の 平均値 が左視野刺激の
それ よ り も高 か っ た こ と は彼 らの 所見と 関連す るか も
し れ な い く表 4 ト なお M O Rくま た は M O R
，
う に 関し
て本研究値 は1．24士0．30 でくM O R
， 値は0．86 士0，22う，
こ の値 も 上 記の 左右差 と関連が あ るか も しれ な い ． 黒
岩ら3 別 は正 常人 の M O R値 は0．98 士0，26くM O R
，
値 は
1．11 士0．351 で ， 視神経交 叉後病変の 患者群で は こ の
M O Rの 異常が80％み ら れ る と い う ．
刺激頻度 に よ る変化 に 関 して ， 従来 ste ady－State型
V E P で は刺激頻度 を増す に 従 い 振幅 は次第 に 減少し
て
，
つ い に は反 応波が得 られ な く な る こ と が報告さ れ
て い る
引
． こ の 刺 激の 限界周波数 は c ritic al fr equ e n cy
of c o rtic al photic driving くc o rtic al C． F． P． D．う と
呼ば れ ， 黒 岩ら5切 研究で は正 常人で 76 Hz と い う ． ま
た 安達1 3Iは 8－12 Hz で 最大振幅 を示 し ， それ 以 上 の 頻
度 で は 振幅 は減少 す る と 報告 し て い る ． 本研 究で は
5 － 50 Hz ま で し か 行わ れ ず ， ま た こ れ ら の 頻度で は反
応波の 消失 はみ られ な か っ た が ， 刺激頻度 の 増加に 伴
い V E Pの 振幅 の 減少が明ら か に み ら れ た こ と は従来
の報告 と 一 致 し て い た ． 他方 ， 刺激図形 の 一 つ の格子
の 大 き さ に よ る変化 に 関 し て ， 安達
13，は 視角10－ 20
ノ
の 大き さ で 最大振幅 を示 し ， それ よ り大き く て も小さ





ま で の 図形 の大 き さ の 間 で し か 検 討し
な か っ た が ， 図形が小 さ く な る に つ れ て V E P の振幅
が高く な る傾向が み られ た ． 網膜神経節細胞 に は X
系 と Y 系の異 な っ た細胞群が存在 し ， 前者 は 小さ い
図形の 識別の 際 に ， 後者は 大き い 図形 の 識別 の 際に 興
奮 す る こ とが 知 られ て い る
11
． 網膜 に お け る こ れ ら の
両 系に 対応 し て大脳皮質の 視覚領で も そ の 両系が 存在
す る こ と が知 ら れ て い る か ら ， 図形の 大き さ の 違い に
よ る振幅の 変化 は そ の よう な同系の 大脳皮質 ニ ュ ー ロ
ン 群の 活動の 差 に よ る の か も しれ な い ．
結 論
視覚誘発電位 visu ale v oked pote ntialくV E Plの 臨
床応用 を目的と して ， 正 常成人 女性30名 で 図形反転刺
激 に よ る定常状態型視覚誘発電位 ste ady－State V E P
の 個人 差 ， 再現 性 ， 全視野 刺激 お よ び左 右の 半側視野
刺激 に お け る導出部位間 の 差 ． 正 中後頭電 位比 ， 異
な っ た刺激頻度 や刺激図形の 大き さ く視 創 に よ る変
化 を検討 した ． す べ て 右眼 に よ る 片眼視 で 検査し ， 導
出記録 は 正 中後頭部 くM OI と左 右両側の 外側後頭部
くL O とR Oう で 行 っ た ． ま た記録の 解析 は個々 の 波の
振幅 に つ い ての み 行 っ た ． 結果 を箇条的 に 示 す と以 下
Ste ady－State 型図形 反転視覚誘発電位
の ごと く で あ る ．
1 ． V E P振幅の 個人 差は 同 一 個人 に お け る 再現 性
と比 べ る と か な り 大 き く く変動係数 c o effic e nt of
v a riation ． C Vを用 い て 検討 した1， 後者 に つ い て も
その 良否 は個人 に よ っ てか な り差が み られ た ．
2 ． 全視野 刺激 で M O で V E Pの 振幅が 最 も高い 傾
向がみ ら れ た ． ま た半側視野刺激で は刺激視野 と 反 対
側の 外側後頭部 の V E P振幅が同側 の それ と比 べ て 高
い 傾向が み られ た ． 正 中後頭電位比 に つ い て は1．24士
0．30の 値を 得た ．
3 ． 刺激頻度 に よ る変化に つ い て は頻度が高く な る
に つ れ て振幅 は有意 に 低く な っ て み られ た ．
4 ． 刺激図形 の 大き さ に よ る 変化 に つ い て は図形が
小さく な る に つ れ て VEP 振幅 が高 く な る傾向が み ら
れた ．
以 上 の 結 果 に つ い て 前 回 報告 し た tr a n sie nt 型
V E P や， 過去 の Ste ady－ State 型 V E Pの 知見と 比 較
考察した ．
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Key w ords ニVisual ev oked potentialrV E Pノ， patte n re V e rS al V E P， ．Steady－ State V E P
Abstr act
Fo r the clinic al ap plic atio n of VE Ps， Ste ady
－
State V E Ps to the patter n r e v e rsal w e re
r e co rded in 30 n o r m al adult w o m e nto in v e stigate inter
－
a nd intr aindividu al v a riatio ns of
the V E Ps， the d ifferenc ebetw e n the recording sites in the V EPs tofull－fieldand hal トfield
pattern re v e rs al． Fu r ther， bo th midline o ccipitalratioくM O Rl a nd changes ofthe VE Ps by
V a rying the fr equ e n cy of patte r n r e v er s al and check siz e sin the patte r n w er e e x amin ed ．
A llV E Ps w e re r ec orded under right u nioc ula r view c ondition and the rec o rding sites w ere
O n e midlin e a nd tw o late r al くright a nd lefり o c cipital po rtio n sくM O， RO a nd L OI． T he
a mplitudes of individual w a v esc ompo sing a V E P w e r ean alyz ed． Re sults． w e r eas
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follo w s． く1．1 T he interindivi dual variatio n of V E Pa mplitudes w as co n siderably m o r e
r e markab le tha n the intraindividu al v a riatio ns， and eve n in r egard to the latte r， the
differenc e w a sfairly variable betwe en individualsくcoefficient of variation was u sed as an
index 。f thes e differenc eSl． く2．1 In regard to re spo nses tofull
－Eield stim ulation， V EP
a mplitudesin M O had a tende ncy tobe highest a m o ng the thre e rec ording
sites． Further，
in regard to respo nses tohalトfield stim ulatio n， VE P a mpli
tudesin the lateral occipital
portion c o ntr alater al to the hal トfiel d had a te nde n cy to be highe r tha n tho sein the
ipsilateral occipital portion ． く3■I M O Rvalue s sho w ed l．24士0．30． く4．J V E Pa mplitudes
de crea s ed as patter n r e v e rsal frequ e n cy incre as ed． く5．1 In regard to V E Pcha nges by
v arying the check siヱe Or Changing the vis ual a ngle to the check， V EP a mplitudeshad a
tende ncy to incre ase as the check size bec a me s m aller． T hese results w er disc ussed in
c o mpariso n with tr a nsie n tV EPs pre vio u sly reported by u s a nd past studies o n ste ady
－St ate
V E Ps ．
